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認定農業者とは？
　農業者が５年後の経営目標を定めた農業経
営改善計画を町に提出し、町の基本構想に照
らし審査のうえ町が認定した農業者です。認
定されるには年間農業所得や労働時間などの
要件があります。現在、町内では115人が認
定され、農業経営の改善、発展に取り組んで
います。
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農
業
者　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
は
推
進
す
べ
き

と
の
報
道
も
あ
っ
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
今
後
の
戦
略
が

あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

Ｊ
Ａ　

農
協
で
は
全
国
レ
ベ
ル
で

の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
運
動
方
針
に
つ
い
て
も

全
中
・
県
中
・
県
組
合
長
会
な

ど
か
ら
一
致
団
結
し
た
指
示
が

さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で

強
力
に
反
対
運
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。
農
協
と
し
て
も
農

業
が
基
盤
で
あ
り
、
皆
さ
ん
に

も
情
報
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

農
業
者　

農
水
省
で
も
中
国
へ
の

米
の
輸
出
を
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
川
島
町
の
米
を
町
や

農
協
、
農
業
者
が
一
体
と
な
っ

て
中
国
へ
の
輸
出
が
で
き
な
い

か
。

Ｊ
Ａ　

埼
玉
県
で
も
輸
出
に
関
す

る
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
協
と
し
て
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

農
業
者　

猛
暑
の
影
響
に
よ
る
彩

の
か
が
や
き
の
品
質
低
下
に
よ

り
、
栽
培
講
習
会
を
行
う
と
聞

い
た
が
、
現
時
点
で
は
、
来
年

度
も
彩
の
か
が
や
き
の
作
付
け

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
。

Ｊ
Ａ　

彩
の
か
が
や
き
は
埼
玉
県

の
奨
励
品
種
で
あ
り
ま
す
。
現

在
、
県
の
農
業
試
験
場
で
原
因

調
査
を
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
農
協
と
し
て
の
判
断
は
で

き
な
い
状
況
で
す
。

農
業
者　

彩
の
か
が
や
き
を
推
進

す
る
に
は
早
い
段
階
で
決
定
し

な
い
と
来
年
度
の
作
付
け
に
間

に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ｊ
Ａ　

１
月
早
々
に
は
判
断
し
て

ほ
し
い
と
県
へ
要
請
し
た
が
、

原
因
の
調
査
結
果
を
待
っ
て
決

め
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今

後
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
指
導

機
関
と
連
携
し
栽
培
講
習
会
等

を
開
催
の
う
え
、
前
向
き
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
来

年
度
の
種
子
の
確
保
は
で
き
て

い
ま
す
。

農
業
者　

彩
の
か
が
や
き
の
被
害

に
つ
い
て
、
共
済
組
合
で
の
対

応
は
な
い
の
か
。

農
委　

補
助
金
額
の
提
示
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
支
援
金
を
考
え
て

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

農
業
者　

違
反
転
用
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
会
と
し
て
強
く
指
導

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

農
委　

違
反
転
用
者
に
対
し
て
是

正
指
導
す
る
な
ど
、
県
と
も
連

携
し
な
が
ら
解
消
に
向
け
努
力

し
た
い
。

農
業
者　

農
業
者
の
高
齢
化
に
よ

り
耕
作
が
困
難
に
な
っ
て
く
る

が
、
比
企
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
で

農
業
専
門
の
人
材
派
遣
の
雇
用

が
検
討
で
き
な
い
か
。

Ｊ
Ａ　

比
企
ア
グ
リ
の
定
款
上
で

も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

検
討
し
た
い
。

農
業
者　

農
業
で
稼
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
新
規
就
農
者
も
増

え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
農
地
を
維
持
し
て
い
く
の

は
、
若
い
世
代
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
町
が
全
国
的
に
農
業
の
町

だ
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
農

業
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

川
島
町
の
知
名
度
、
ブ
ラ
ン
ド

化
が
図
れ
る
よ
う
な
対
策
を
町

や
農
協
、
農
業
者
が
考
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
15
日
、
認
定
農
業
者
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
埼
玉
中
央
農
業
協

同
組
合
・
町
農
業
委
員
会
の
３
者
に
よ
る
情
報
交
換
会
が
Ｊ
Ａ
埼
玉

中
央
川
島
基
幹
支
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
認
定
農
業
者
14
人
を
は
じ
め
関
係
者
な
ど
約
35
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
農
業
経
営
の
実
現
の
た
め
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

活
発
な
意
見
交
換
！

認
定
農
業
者
・
埼
玉
中
央
農
協
と
の
情
報
交
換
会

意見を述べる認定農業者協議会長

活発な意見を述べる認定農業者

意見交換会の様子



温
故
知
新

　
「
郷
の
名
に
負
う
川
島
の
…
…
」

川
島
郷
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
川
島
町
は
四
方
を
川
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
川
が
肥
沃
な
土
地
を
造

り
、
昔
か
ら
良
質
米
の
産
地
と
し

て
栄
え
て
き
た
。

　

そ
の
地
に
住
ん
で
い
た
せ
い
か
、

過
日
、
先
輩
か
ら
良
い
と
こ
ろ
へ

行
く
か
ら
一
緒
に
行
こ
う
と
誘
わ

れ
、
何
事
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
と

に
か
く
つ
い
て
行
っ
た
。

　

着
い
た
先
は
川
越
市
指
定
史
跡

安
井
政
章
墓
で
あ
っ
た
。
説
明
書

を
読
む
と
安
井
氏
は
川
越
藩
の
郡

奉
行
で
、
こ
と
に
弘
化
２
年
（
１

８
４
５
）、
川
島
領
の
堤
防
が
二
度

に
わ
た
り
決
壊
し
、
領
民
が
苦
し

む
の
を
見
か
ね
た
安
井
氏
が
藩
主

の
命
を
受
け
、
四
十
三
ヶ
村
、
１

５
０
余
町
の
間
（
約
16
㎞
）
に
土

手
を
築
き
水
害
か
ら
藩
民
を
救
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
先
輩
の
説
明
で
は
、
こ

の
築
堤
工
事
の
基
点
は
今
の
鳥
羽

井
沼
あ
た
り
で
、
こ
の
人
の
す
ご

い
の
は
「
こ
の
工
事
が
終
わ
る
ま

で
は
城
に
は
戻
ら
な
い
」
と
言
っ

て
妻
子
を
城
下
に
残
し
た
ま
ま
泊

り
込
み
で
工
事
を
完
成
さ
せ
、
川

島
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た

人
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　

食
料
の
筆
頭
は
米
。
昔
も
今
も

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
米
。

昨
年
は
猛
暑
で
収
量
、
価
格
、
作

業
効
率
も
大
変
で
あ
っ
た
が
、
川

島
の
土
地
柄
に
合
っ
て
い
る
の
は

米
作
で
あ
る
。
米
作
り
で
生
活
が

で
き
、
生
き
が
い
の
も
て
る
そ
ん

な
環
境
を
望
み
た
い
。�

（
木
村
委
員
）

私
と
農
業

　

早
く
に
父
を
亡
く
し
、
二
足
の

草わ
ら
じ鞋
を
履
き
満
60
歳
の
定
年
の
日

を
迎
え
た
。
米
作
り
の
経
験
は
30

数
年
を
数
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
自
由
の
身
に
な
っ
て
、

そ
っ
と
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
と
き
、

一
度
も
満
足
の
行
く
年
が
な
か
っ

た
こ
と
に
愕
然
と
し
た
。

　

私
は
、
昭
和
21
年
生
ま
れ
で
食

糧
難
の
中
で
育
っ
た
人
間
で
あ
る
。

米
一
粒
が
い
か
に
貴
重
な
食
料
で

あ
っ
た
か
身
を
持
っ
て
体
験
し
て

い
る
世
代
で
あ
る
。
最
近
の
米
余

り
現
象
は
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
が
米
を
食

べ
な
く
な
っ
た
原
因
の
一
つ
に
学

校
給
食
が
あ
る
と
、
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
戦
後
の
食
糧
難

の
時
代
、
給
食
に
米
国
の
放
出
物

資
の
小
麦
で
作
っ
た
コ
ッ
ペ
パ
ン

と
脱
脂
粉
乳
の
給
食
が
始
ま
っ
た

こ
と
で
す
。
こ
の
世
代
が
パ
ン
食

の
味
覚
に
慣
れ
、
そ
の
ま
ま
成
長

し
た
た
め
に
、
抵
抗
な
く
パ
ン
食

に
移
行
し
た
と
考
察
し
て
い
ま
す
。

皆
様
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
高
度
経
済
成
長
時
代
を

経
て
食
べ
物
が
豊
富
に
出
回
り
、

あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
ま
す
。
飽
食

の
時
代
に
な
っ
た
の
も
原
因
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
高
齢
化
社
会
に
な

り
、
物
を
食
べ
な
く
な
っ
た
た
め

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し

て
も
米
を
食
べ
な
く
な
っ
た
こ
と

は
事
実
で
す
。
川
島
町
は
輪
中
地

帯
の
た
め
、
米
以
外
の
作
物
は
ほ

と
ん
ど
と
れ
ま
せ
ん
。
最
近
の
米

価
の
下
落
は
米
づ
く
り
の
意
欲
を

低
下
さ
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
困

難
の
時
代
で
も
私
は
米
を
作
り
続

け
ま
す
。�

（
安
田
委
員
）

　

町
農
業
委
員
会
で
は
、
10
月
19

日
、
茨
城
県
笠
間
市
の
笠
間
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
は
、
ド

イ
ツ
語
で
小
さ
な
庭
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
笠
間
市
で
は
滞
在
型
の

市
民
農
園
の
建
設
を
目
指
し
、
平

成
14
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
Ｊ
Ａ
茨
城
中
央
に
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
を
委
託
し

て
い
ま
す
。

　

総
面
積
は
約
４
ha
、
宿
泊
付
市

民
農
園
50
区
画
、
日
帰
り
市
民
農

園
50
区
画
、
そ
の
ほ
か
に
も
農
産

物
直
売
所
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
そ

ば
処
が
建
設
さ
れ
、
総
事
業
費
は

８
億
３
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
料
金
は
宿
泊
付
市
民
農
園

が
年
間
40
万
円
、
ク
ワ
や
耕
運
機

な
ど
の
機
材
も
無
料
で
貸
し
出
し

て
お
り
、
肥
料
も
無
料
で
使
用
で

き
ま
す
。
有
機
無
農
薬
栽
培
を
基

本
と
し
て
お
り
、
毎
週
、
地
元
農

家
に
よ
る
講
習
会
や
巡
回
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
園
利

用
者
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
教
室
を
開
催
し
、
地

域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

図
っ
て
い
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
を
迎
え
、
都
市
か

ら
農
村
へ
の
意
向
が
強
く
、
利
用

者
は
首
都
圏
内
の
60
歳
代
の
か
た

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

川
島
町
で
も
圏
央
道
を
生
か
し

た
農
業
振
興
と
地
域
振
興
を
併
せ

持
つ
観
光
型
農
業
に
つ
い
て
研
究

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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先
進
地
視
察
研
修
を
実
施

茨
城
県
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

昭和47年の給食風景

熱心に畑を見る委員

視察研修の様子



女
性
農
業
者
の
皆
さ
ん
、
老
後
の

備
え
は
万
全
で
す
か
？

　

現
在
65
歳
の
日
本
人
の
平
均
余

命
は
、
男
性
が
18
・
88
年
（
83
・

88
歳
）、
女
性
が
23
・
97
年
（
88
・

97
歳
）
で
す
（
厚
生
労
働
省
「
平

成
21
年
簡
易
生
命
表
」
よ
り
）。
女

性
の
老
後
は
男
性
以
上
に
長
い
道

の
り
で
す
。

農
業
者
年
金
は
女
性
農
業
者
の
老

後
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

女
性
農
業
者
の
老
後
は
、
国
民
年

金
＋
農
業
者
年
金
が
基
本
で
す
！

　

国
民
年
金
の
支
給
額
は
月
額
最

高
６
万
６
千
円
、
夫
婦
お
二
人
で

13
万
２
千
円
で
す
。
一
方
、
高
齢

農
家
の
家
計
費
は
夫
婦
お
二
人
で

23
万
円
が
必
要
に
な
る
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

➡
月
額
約
10
万
円
不
足

農
業
者
年
金
は
国
民
年
金
の
不
足

分
を
し
っ
か
り
カ
バ
ー
し
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
へ
の
ご
加
入
が
ご

主
人
だ
け
で
は
、
先
に
ご
主
人
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
妻
で
あ
る
あ

な
た
の
老
後
の
支
え
は
国
民
年
金

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

◎�

現
況
届
の
提
出
期
限
は
６
月
１

日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

◎�

受
給
者
ご
本
人
が
「
署
名
」（
ご

本
人
が
署
名
で
き
な
い
場
合
は
、

代
理
人
が
記
入
・
署
名
）
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◎�
現
況
届
は
必
ず
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の

支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
・
農
政
の
総
合
専
門
紙

全
国
農
業
新
聞

　
「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
農

業
者
の
公
的
代
表
組
織
で
あ

る
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が

発
行
す
る
週
刊
の
農
業
総
合

専
門
紙
で
す
。

◆
発
行
日
：
毎
週
金
曜
日

◆
購
読
料
：
１
か
月
６
０
０

円
（
送
料
・
税
込
み
）

◆
お
申
し
込
み
：
農
業
委
員

会
事
務
局
へ

発
行
所
：
全
国
農
業
会
議
所

　

早
い
も
の
で
、
平
成
22
年
度

も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
昨
年
は
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
の
た
め
、
農
作
物
に
甚

大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
農

業
に
従
事
す
る
方
々
に
は
大
変

な
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
法
改
正
に
よ
る
研
修
会
な
ど

の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
遊
休
農
地
の
現
地
調
査
で

は
、
荒
地
が
減
少
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
皆
様
が
た
の

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
『
農
業
委
員
会
だ
よ
り
』
第

６
号
発
行
に
あ
た
り
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様

に
愛
読
さ
れ
る
広
報
紙
づ
く
り

の
た
め
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
澤
委
員
）

編
集
委
員
長�

鹿
山
柳
治

編
集
副
委
員
長�

前
嶋
勇
男

編
集
委
員�

安
田
昌
生

�

猪
鼻
文
明

�

大
澤
伊
吉

�

木
村
一
男

相
談
役�

横
川
二
三
男

�

石
黒
安
太
郎
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農地の貸し借り
利用権設定のメリット
　相対による農地の貸し借りは、農地法違反であ
り、時効取得等の理由により貸した農地が返って
こない等の大きなトラブルになる場合があります。
　農業経営基盤強化促進法の利用権設定による農
地の貸し借りの契約は、貸し借りの期間満了とと
もに自動的に契約は終了し、農地の貸し手に農地
が返還され、借り手は期間満了まで安心して耕作
ができます。
　貸し借りの契約を継続したい場合は、利用権の
再設定を行えば引き続き貸し借りができます。簡

単な手続きで安心した貸し借りと
なります。
※毎年10月末、４月末までの年２
回の受け付けとなりますので、期
限までに提出をお願いします。

農地に関するＱ＆Ａ
Ｑ：私の父が亡くなり、生前に父が所有していた農地
を全部私が相続しました。
　農地を相続したら届出をするようになったと聞きま
した。届出はどこにすれば良いのでしょうか？

Ａ：平成21年12月15日に改正農地法が施行され、相
続等で農地の権利の移動があった場合に、農業委員会
が把握することによる、あっせん等の措置や、農地の
有効利用の促進を図るため、届出が必要になりました。
　農地法改正後に相続等の発生により、農地の権利を
取得した場合には、その農地が所在する農業委員会へ、
相続を知った日から10か月以内に届出を行ってくださ
い。
　なお、届出にあたっては、次のものをご持参ください。

※届出書は農業委員会事務局にあります。
　◦印鑑（認印可）
　◦�相続した土地すべての土地謄本（相続登記が終了
しているもの）

　

編
集
後
記

　

編
集
後
記

女
性
農
業
者
の
皆
さ
ん
、

あ
な
た
自
身
の
年
金
を
！

農
業
者
年
金

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

川島町マスコットキャラクター　かわべえ


